
一10一

1臨亨毎J∵染上山侃:1二おける

地下構造

調査

尾原僧彦･渡辺和衛

I工業立地策に適合した地質調査法臨海

工業地帯における深部地質調査の必要性

最近における重化学工業の目ざましい発展は技術の

革新｡産業構造の高度化という二大要素がはたらいて

大工業コンビナｰトの形で新しい工業地帯を造り出す機

運を醸成させ全国のいたる所にその名乗りを上げる地

区が続出している状況にある.これらの地区をつぶさ

に検討してみるとたいていは大河川の下流ないしデル

タ地帯があるいはその隣接外延部にあたる沿岸遠浅

区域の埋め立地のいずれかである場合が多くともに地

下深部に軟弱地盤を包蔵する個所に該当する.

ところがさLあたって必要な敷地だけの簡単狂調査

をすませて大工場を建ててしまった場合にはその後

に地盤が沈下するとか大地震が起こって建造物が倒

壊するといった思いもよらぬ災害をこうむってばく大

枚損害を受けることが起こらないとも限らないのであ

る.地区全域にわたって深層地盤を調査しその科学

的な成果を一度公示した上でさらにその地盤に適合

する工業を誘致するという過程を踏むことは一見まわ

りくどいように見えるが実は合理的な立地政策である

と共にまた国民経済の立場からいってもきわめて価

値のある見識であろう.

ここにいう地下深部の地質調査を個々の企業単位で行

なうことはぱく大祖経費がかかるだけでたくその解

釈や技術の面からいっても不十分を免れない.むしろ

重要柾地域については国費によリ国立機関の手を通じ

て調査･研究が行なわれてこそはじめて効果的た行政

指導が行なわれる素地が作られるであろうしさらにま

た危険発見の予知や警告の公示カミ可能となってくるので

はあるまいか.新しい工業地帯の開発を進めるのに先

立つでこのような観点から深層の地下構造調査の必

要性をとくに力説したい.

都市地盤調査と地下構造調査

地下の地質状態や基礎地盤のよしあしが最近工業立

地の一つの条件として登場するに及んで国立調査機関

への調査要請と狙ってその事業面に現われてきたこと

は著しい情勢の変化といわねばたらない.すなわち

昭和35年度からこの種の調査を通商産業省企業局と建

設省計画局とで協議して事業化することと祖ゆ当分の

間通産省側は地質調査所がまた建設省側では建築研

究所がそれぞれ調査｡研究の実施機関としてこれに当た

ることに狂った.建設省側は地下約50mまでの主とし

て土質調査をr都市地盤調査｣という名称のもとに分

担し通産省側は地下200～300mまでの地質調査を

｢地下構造調査｣という名目の下に担当することになり

昭和35年度にそれぞれ標準仕様書あるいは準則を立案

作製してまず名古屋西方の木曾川デルタをモデル地区

に指定して調査活動に踏み切った.続いて昭和36年

度には堺｡唐山軸徳島｡豊橋などの新興工業地帯に触

手を伸ばし両者相携えて表裏一体の調査活動を実施

している現状である.

要望されている調査内容

デルタ地帯の基盤(第三紀層中音生層花筒岩など)

カミどの位の深度に存在するかさらに洪積層はどの位

の厚さを有するか沖積層の下限はどの辺にくるか紳

積層の物理的性状はどんな風であるか地下水の賦存量

と流動傾向はどのようであるかまた地球化学的に見た

間げき水の実態はどんな様相を示すかなどという事実が

明らかにされれぱ地上に溶鉱炉･石油精製ブラント｡

火力発電所などのように重量構造物を設置したり高い

防波堤を築造したり近代的なけい船岸壁をもった港を

建設したりする際にきわめて重要狂デｰタを提供する

ことになりひいては将来の災害に備えて安全た設計

が可能となろう.特に粘土層や泥炭層などのように

土粒子と間げき水との相互作用で変形の著しい不安定地

盤が相当の深さまで累重している地帯がけっしてま

れではないわが国の臨海平野部においてはこの種の

組織的租調査は1日たりともゆるカミせにできない実状

にある.

工場用地を確保して工場を建てる際にたんに沖積層

の厚さだけを知っただけでは不十分であった場合も幾

とおりか報告されておりはなはだしい場合には洪積

層中の軟弱層の発見にも留意しなければならないことさ

え時として耳に入ることもある.�
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標準柱状図作製ならびに各種の付箒実験

先に述べたよう匁ことを一目りょう然とさせるために

は調査対象地区に新しくさく井を行放い標準柱状図

を作製し平業立地の基礎資料とすることが地下構造

調査の根幹となっている.すなわち200～300mの

ボｰリングさく井工事を一地区あたり少なくとも2～

3本実施しその深度までの地層全般にわたるコアｰを

採取してその間に介在する軟弱層(泥土)と帯水層

(礫層)の深度･層厚を確かめ地層構成物質の鉱物を識

別し間げき水質を究明しまた間げき水圧の測定も

行なってそれらが地盤の強度とどのような関係にある

かを判断する.またボｰリング完了後には電気検

層を行たって前記の各デｰタを総合し地層区分を打

ち出し地下の地層構成カミ定性的にも定量的にもわかるよ

う抵柱状図の形で表現するのを最終の目標としている.

検層がすんだらボｰリング孔を水井戸に仕上げ付

帯実験として揚水試験を行匁い帯水層の透水係数を計

測しまた必要に応じて側井(サイドウェル)を使って

限界揚水量の算定も行なうようにしている.これは

少抵くとも粘土層の圧密を生じさせることなしに採水で

きる限界カミおぼろげながら判明するのでこの試験には

高い価値があるわけである.

一方この新しい井戸の近傍に散在する既存の井戸資

料をたんねんに収集し検討した上標準柱状図と対比

｡照合して帯水層および不安定地層の側方への連続性

を追跡し各井戸ごとの対応深度を平面図にプロットし

て帯水層と不安定地盤の潜在状態を地下等深線の形で

表現できるように作業する.なおコアｰについては

土質試験を行枚うがかく乱試料しか採らないので物

理性の計測だけを実施しこれらの数値を標準柱状図の

中に記載しておく.ただ含水比｡液性限界の値は公

式により粘土の圧縮指数を近似的に演算できるので地

盤問題を扱う際には利用価値がある.またボｰリン

グの途中で一45mの深さまで1.5mごとに標準貫入試

験を行なうことにしているので､地盤の強度の測定がで

きるがこの値(N値1)は他の要素といろいろ相関さ

せて50m以深の軟弱層推定に試験的に利用している.

前記の水井戸は揚水試験の終了後には主要帯水層

の水位観測井として残し自記水位計を取り付け観測

小屋を建て数年間にわたる水位変化の記録をとる岳

もしその聞に異変が起こった場合警戒措置がいっで

もとれるような手はずを整えておきたい主す狂わちこ

の水位観測は地盤が安定しているか否かをチェックす

る装置と考え工業地帯の地下構造の長期変動をつかむ

パイロットランプの役目を期待してこれを管理したと

えば軟弱層の圧密とか塩分の層間浸入沈下｡冠水

などの被災を未然に防ぐのに貢献させたい.

第四紀地質学研究への応用

沖積層および洪積層の中の細かい層序区分は簡単に

は水平的に連結しにくい.これらの地層はほとんど

粘土･砂･礫｡玉石まれに泥炭･火山灰･溶岩などの

単層または混合層が累重してできたいわゆる第四紀層

(約100万年以降)で柔らかい地盤を構成する.従来

これらの地層の研究は主として地表露頭の追跡によっ

て行なわれ平地に深層ボｰリングを行たってまで研究

された例はあまり多いとはいえ扱い.ところで今回

の地下構造調査では巨費を投じてさく井を行狂うので

あるから第四紀層の調査研究には絶好の機会であり

今まで腕をさすっていた第四紀層研究者の参加を求めて

よりよいデｰタによる高度の調査･研究を実現させそ

れらが現地の政策にも多く応用されるよう今から期待

している次第である.

また土木地質家にとっても第四紀層堆積の深部の

生々しい実態に接することができ地層のもつ動的な状

態の研究だとえばスウェリング(膨潤ジベｰスエ

クスチェンジ(イオンの入り替り)･テイクソトロピイ

(揺変･…振動によって土砂がしまったりゆるんだりする現象)

などの未開拓部分の解明に一歩近イ<ことになるのは

まことに喜ばしいことである.

皿地質調査所における地下構造調査の長期計画

調査方針

企業局の要望に基づいて工業立地の観点から地盤安

定度の確認をめどとして昭和35年度より実施されてい

る臨海工業地帯地下構造調査はその調査が実施に移さ

れる時に調査方法については地質調査所の研究にま

かせられた形で発足した.したがって最初のモテ/レ

地区である木曾川デルタにおいてとられた技法は新潟

地盤沈下浅層調査の2カ年の経験と成果の上に積みあげ

られた方法であったので最初のケｰスとしてはたいへ

んたやすく迅速に合理的な業績が得られ経済企画庁

建設省などからも妥当な成果であると評価され以後の

調査の基本線を形成するに至り大綱はそのままの形

で踏襲され今日に及んでいる.

調査方法決定の期間

昭和36年度に始めて特別研究費が出て実施された當

山r一高岡地区堺地区続いて経済企画庁の調査調整

費で実施されている長州地区(有明海)ならびに豊橋地�
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区徳島地区の調査には方法的にはだんだんに新しい

改良･修正が加えられっっありこの傾向は今後も引き

続いて担当者の手で追加される気運にあるから少なく

とも5年目には一応完成されたものに発展するであろ

うと考えられる.

調査の目標

上記の5カ年聞には重要な現実目標である新興工業地

帯の深層部の地質状態を正確に把握して地ドの立地条

件(地耐力･地盤安定･採水条件･災害の可能性の有無など)

に関する資料が整備されそれが臨海工業地帯開発のた

めの行政指導の資に利用されるようになら泣ければなら

たい.

て20カ所を選別し別表のような順位｡配列を試みた.

A型犬河川(60km以上)の下流河口にあたるデノレタ地

帯に発展する工業地帯(例･…大阪･新潟)

B型沼岸の遠浅部を埋め立てて発展するコニ業地帯で内

湾沿岸のものと外洋に直面するものとがあり後者

は掘り込み型工業港湾を築港し岸壁沿いに工場が

建てられる(例…･長洲･鹿島)

C型きわめて顕著な地質構造線上の地帯内に設定された

地区で時には地溝の推定されるようなカ所もこれ

に加えておく(例…･徳島･中海)

調査地域の選定理由

以上に述べたように地質調査所における地下構造調

査は研究方法の改良｡更新*と地下の現実の立地条件

の解明という二つの貝標を同時に行なう必要がある.

したがってそのような立場から調査地区の選択に当た

っては双方を同時に充足させることができるような地

区を捜し求め柾ければならないが実際には神々むずか

しいのである.

〔別表〕

地下構遺調査を緊急必要とする候補地

A型

�

㈮

㌮

�

�

(9地区)大河川のデルタ

鶴崎･大分地区

東幡(加古川)地区

水島地区

八戸地区

防府地区

6.宮臓地区

7.手取川下流地区

&酒田地区

9.札幌地区

非間げき水圧測定(長洲･徳島)スウェｰデン式サウン

ディング(富山･豊橋)作井法の比較(堺)(セメン

ティシヨン工法バスケット方式)水位計の改良設置

(リシャｰル今K型ロｰル)側鈴(対イドウユル)

吋揚水試験(長洲･徳島)

B型

�

㈮

㌮

�

(8地区)沼津埋め立て地

苅田(裏門司)地区

津地区

鹿島地区*

橿山･笠岡地区

�

�

�

�

泉南(岸和田)地区

駿河湾臨海地区

西条･壬生川地区幸

相馬地区

昭和37年度の調査地区決定に際し概算要求の時にあ

げた候補地が大幅に変更させられたのも当然のことで

あったといえよう.しかし少匁くとも長期計画を立

てこのようなわずらわしさを少しでも軽くすることが

望まれるのでさしあたって研究面からの便宜･合理性

と対策面からの必要性･緊急度を考慮した候補地区の

リストを作っておいて予算要求の時の基準資料とした

v'｡

調査地域の地質的分類

企業局が昭和33年度から36年度までに行なった工場適

地調査対象地(216地区)から地盤沈下の恐れのない

岩盤の浅い地区･河川から遠く離れた地区を除いた臨海

部の沖積層からなる100地区のうち地下構造調査を緊

急に必要とする50地区が列挙された.これらについて

地形･地質の状況から3つの型(A.B.C,)に分類し

冬型ごとに開発上の緊急度を地質学上の知識を考慮し

C型

�

㈮

㌮

(5地区)

豊橋地区榊

徳島地区**

苫小牧地区

�

�

和歌山地区

中海臨海地区

昭和37年度予定地

昭和36年度地域開発調整費により予算化した

皿地下構造調盤の現況について

前述のI･皿によって地下構造調査がどのようた目

的を持っているものであるかまたどのような調査方法

で実施されるものであるかは明らかにたったと思う.

また今後の長期計画についても先に述べたとおりで

これからの調査地域がどのように選択されるかも十分

に理解していただけるものと思う.

さて現在までに実施されまた実施中の地下構造調

査地域は次の6カ所である.�
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昭和･･年度名古屋市西郊地区(講罐鱗｡1盟m)

昭和36年度/富山県新湊地区(緩鰍O鐸側井)

t大阪府堺地区(撚保田鉄工敷地内)
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富山県新湊市堀岡地下構造調査実施図
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ここで各地区における調査成果について調査方法

を説明し恋がら述べてみよう.これら各地区について

は第1図に示すように通産省の地下構造調査のほか

に建設省の都市地盤調査｡運輸省の港湾構築の基盤調査

が実施された地点をもあわせて記入しておいた.

地下構造調査は地点における試錐坑数が少ないが既

往の試錐試料を縦横に駆使して地下の立体構造図を作
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(昭和36年度)
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第1図

地下構造調査実施地点要図
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i郊地下総造

'調査

(昭和35年度)
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大級脚螺雌ぽ地下総薦壽覇澄蛾戚(1瀞靱36年暖)
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豊橋地区雌下総澄鰯澄地点(鰐棚納峻)

1㌧
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徳島地区地下構造調査地点(昭和36年度)

熊本県玉名郡長洲町地下構造調査地点

(招和36年度)�
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榊

I1'Tて,位置試験(InSituTest)として重要な意味を

砂持っている.またサンプラｰに入った試料

!,Tドについても種々の試験ができるので有意義で

妙ある｡ことに地質調査所の調査としては土

質のはかに間げき水質分析および間げき水圧

1II一リI

測定を実施しているので従来の土木工学的解

王I｣･

㈹板より数歩進んだ新しい解析がなされつつあ

る.もともとN値にっいてはおおよその地

1孔ゴ盤の強度を示すだけのものとされ苦労して計

=測されているわりに高く評価され枚いうらみが

亡㌶性㌫1皿11;一の㌶

聰1｣∵くi｣L]りつつある

.｡L..._..､､_一._.一…一､..一∴』

第2図名古屋市中川区富田地点における地盤判定諸要第2図(富田地点における地盤判定図)に今ま

素の柱状図(名古屋西郊地区地下構造調査)でに試験されたN値についての1例をあげてお

成するのが特色でありそのためには化石･有孔虫･花く.N値が20以上の所はだいたい地耐力としても強

粉分析･C14絶対年代測定等の研究方法をとり入れてい所でありこのような地層が地下浅所に存在すれば

万全を期することにしている.はなはだ好適な地盤である.沼沢地とか干潟地では

N値がO～1という軟弱な地層が地表または地下浅所に

本井および側芽の掘さくに伴う調査存在していて工場の業種によっては不適当た地盤と

地下構造調査においても建設省の都市地盤調査と同判定される所が多い.写真〔1〕は富1⊥1県新湊市堀岡

じくボｰリングを行なう際に地表から地下50mまでにおける現場の標準貫入試験状況を示したものである.

1.5mごとに標準貫入試験が実施してある.これはレ

イモンドサンプラｰと呼ぶ刃先のついた円筒(2っ割り深度50m以下では地層の変り目で土質試料を採取す

になる径51㎜m)にロッドをつけ地中の穴にそう入る.写真〔2〕〔3〕に示すようにシングノレコアｰチ

し63k9のおもりを76㎝の高さから自由落下させこのユｰブまたはダブルコアｰチュｰブによってたるヘ

サンフラｰが30㎝打ち込まれるのに要した打撃数(N値)くかく乱されないよう注意してサンプリングする(実際

をもって地盤強度を判定するものである.これは原にはかく乱されるのでかく乱試料として作業する)この試

◎熊本県長洲での地下構造調査観測

井開孔式(地鎮祭)

①長洲

のN値測定

②大阪堺でのシングルコアｰチュｰ

ブによるコアｰ採取とその処理�



料はまず地質専門家によって鑑定され地表露頭にお

ける各地層と対比してその層準が決定される.この

ためには土質分析結果･化石･有孔虫･花粉分析などの

同定結果を利用する必要がある.このほかコアｰの

物理性を検討するため土質試験(かく乱試料として)0

間けき水質分析｡粘土鉱物の同定が実施される.

このような軟弱匁第四紀層の掘さくは地表下50mま

では比較的容易であるが深さが100～200mと進むに

つれてその困難性は倍加され高度の掘さく技術を必

要とする.それで試錐機の選択にも留意しなければな

らない.大口径高速度回転試錐機で能力300m以上の

ものがあれぱ好都合である.富山県新湊市堀岡の現場

では米国製のSpeedSt航機が使用された.(写真〔4〕

参照)予定深度までの掘さくが終れば裸孔に対する電

気検層と自然電位測定を行なう.これによって帯水層

の状況およびストレｰナｰの孔明位置を決定するわけで

ある.この位置は全層中の帯水層の賦存状況をみて

将来工業基地として開発された場合最も使用されやす

くその結果沈下などの災害を招きそう放帯水層が目

標とされる.しかし既設井の孔明位置を配慮して

全く新しい帯水層に孔明される場合(堺市の例)もあ

る.

このようにして作井作業が完了した後揚水および揚

水試験が実施される.写真〔5〕は富山県新湊市堀岡

における揚水試験の実施状況である.写真〔6〕はそ

れに伴って実施された水位測定状況である.

揚水試験を実施するのには本井1本だけによる測定
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第3図

＼1

｣

刮蜥腋め篶

雌粋榊100㎞},･榊冊

㌻''i

方法(透水係数算定が中心となる)

観測井(水位)として試験する方法との2つがある.

できるだけあとの方法が望ましい､富山堀岡熊本長

洲徳島北島の各地点は側芽を伴う試験であった.

写真〔?〕に示すように熊本長洲では10mはなして本

井･側芽が同時に掘さくされた場合である.この揚水

試験には内径150㎜の管内に入る小型の水中モｰタｰ

富山県新湊市堀岡地下構造井および側井に

よる揚水試験成築

地下構造井深度200㎜ヌトレｰナｰ孔明位

置106･6m～118･5㎜(礫層第3帯水層)

と測井を掘さくして

鶴一茗≡･.議

萎1

･萎言

灘一…

灘濃滋繊

1義｡垂竜出灘糞

灘鰯灘灘

③熊本長洲でのコアｰ採取状況

④富山県新湊市堀岡でのスピｰドスタｰ機によるボｰリン�
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ポンプ(写真〔8〕)が使用される.第3図に揚水試験に

おける成果を示す.これは當山の堀岡の実例であって

透水係数および貯留係数Sが算定されこれから限界揚

水量が決定される.

透水係数K=O.022cm/sec

貯留係数S=1.72×10-4

本井および側芽周辺の調査(間げき水圧測定)

さらに付帯調査として新潟地盤沈下調査(第2次調査)

の経験を活用して浅層における(地下60mまでの)間げ

き水圧測定を実施することにした.その現場は堀岡

(富山)長洲(熊本)北島(徳島)であった.富山では

本井て測定し長洲では側井を使用して60mまで

(5m間隔)徳島では側丼の地下60㎜までとその東西

南北へ2㎞の距離をへだてた地点に新しく掘さくを行た

って地下10mまでの間げき水圧を測定することにして

いる.新潟の場合は地下20mまでを対象とし全域11カ

所において間げき水圧測定を実施し重直変化を追跡す

ると同時に水平的にもその変化を追跡することの必要性

を認めている.このような調査によって工場基地化

前の地下の水圧状況を把握しておくことはいろいろな

意味て今後の開発の良い指針となり本井完成後の水位

観測施設とあいまって良きパイロットランプおよびそ

の解説者としての使命をはたすことができる.

写真〔9〕は堀岡(宮山)における間げき水圧測定器

のテスト風景である.この場合は掘進速度が速いた

めにゆっくり測定する時間がなく地下20mと39mの2

カ所で測定した.20mでは2k9/cm2の水圧で静7ポ圧

(ほとんど地表すれすれに地下水面があるとして)に等

しい水圧を示し地層は砂層であった.ところが深度

39mの所では4.6k9/㎝2を記録し異常に高い水圧を

示した.しかもここには軟弱なシルト粘土層がある.

富山の場合ではこのような軟弱層も上部では薄いので

とくに沈下のおそれはないようである.いずれにして

も地盤のゆがみとか変動の直接の指針はこの聞けき

水圧の変化であるといわれている位であるからあらか

じめこの水圧の立体的分布を知っておくことは重要で

ある.

調査成果のうち特に興味ある剰列について

名古屋市西郊の調査では海部郡飛鳥村に深度200m

のボｰリング中川区富田に深度100mのボｰリングを

それぞれ行なった.この調査の結果によって第4図

に示すような地下構造図および地下構造等深線図カ=描か

れ地下の構造が明らかになってきた.これはまだ意

見もあるようであるが調査員が現地調査の結果得た最

新の地質柱状図によって作製したものである.そして

地盤強度の問題については従来あまり考えられなかっ

た新しい観点からの解釈が採用され成功をおさめた.

その第一はボｰリングによって完成した深井の電気

検層によって得られた地盤の比抵抗値PとN値との相関

である.第2図はこれを示したものである.また

このPは堆積示数S･Iとも相関のあることが認められ

る.このいI示数とは新しく筆者(屈原)によって

考案されたもので

､｡｡､､磯瓢､

作曲･㌻･雌㌦ド示される

⑤富山県堀岡1の揚水試験

⑥水倣観測

(富山県堀岡)�
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第4図

伊勢湾北都地域地下

構造図地質断面図

止質柱状図
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間隙水中のNaCl,KCiの浪度

第5図間げき水の塩基度と地盤軟弱係数

O.07N^.O吊N

このS.Iは砂丘(〉7)河成層(〉6)浅海層

(46)汽水層(く4)の各堆積環境によって固有の

値を示したいへん興味のあるものである.このよう

恋値が地盤強度と関連性を持っということは地質学的

にも興味深い点であり地質調査所としてはこのよう

な点を深く堀り下げてゆくべきものと思われる.

第二には

間げき水質分析成果(間げき水中のKNa

イオンを中心としてα'Mg“Ca''FeIlFe…S0./HC0･'

などを分析してイオン交換現象を検討する)と土質試験に

よって得られた地盤軟弱係数との相関を考察したことで

ある.(第5図)地盤軟弱係数(α)は土質試験の成

果の中から液性限界(L･L)の自然含水比(W･)塑

性指数(I.P.)を利用して求められるものである.

�

仰=一(L･L-Wn)

�倮

この値が負になればたいへん軟弱な危険な地層であり

斗0.17までは軟弱であまり良好な地盤とはいえないと

いわれている.この表現は粘性土の活動度(A.ti.ity)

とも相関がある.(運輸技術研究所石井靖夫博士による)

この値(σ)と間げき水中のNa･Kの濃度(モル数)の相

関を求めると負の相関(二次的綾)が認められる.

塩水浸入による地盤の軟弱化を示す有力な証拠であろ

う.以上2つの事実は今までに得られた成果の中で

とくに応用面の広い新分野であると思われるので紹介し

たわけである.

地耐力･地表水･地下水調査について

以上までは主として本井を中心とした調査であるが

一定の広さをもつ臨海工業地帯は細かくみれぱ同一地

域内でも地形的にまた地質的にいくつかの異なった性

格の地盤構造をもつ場合がある.このような地域全体

の地質地盤の性格を明らかにするためには水平的抵ひ

ろがりを持った調査をも同時に実施する必要がある.

このためには第四紀層研究者の協力参加が望ましい.

またさらに地耐力調査･表流水･地下水調査もあわせ

⑨間げき水圧測定器MB型測定器(水圧測定)ピックアンプとキャブタ

イヤコｰド(omから80mの深度まで測定可能)(坂田氏PPR型間げき水圧計)

⑩間げき水圧測定状況測井掘進中地下60

mまで5mおきに測定(熊本県長洲硯暢)�
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行ないときには古地理学的な検討も必要であろう.

地耐力調査の一方法としては建設省の仕様書によるス

ウェｰデン式サウンディング法(地耐力探査法の一種)を

採用実施することにしている.富山平野で実施した

ところでは放生津潟より東に24点の測点をならべ深

度5mまでのサウンディングを行なってみたが小河川

に沿った南北方向には地耐力の変化が土質と併行して

合理的に連絡できるのに反し東西方向には相の変化が

はなはだしいためになかたか合理的に連結できず急

傾斜の複合扇状地の堆積の性格をよく示していることが

わかった.

このほか熊本長洲地区の場合のように将来の埋め

立て地の造成を考慮して内陸だけでなく千潮時に

海中にもサウ1■ディンクを実施した例もある.豊橋地

区の場合は空中写真と比べながら大規模たサウンディ

ング調査を推進したいと考えている.

富山地区では浅層における地層のC11含量と地盤と

の関係を検討するために浅層地下水および表流水の

Cl'量を電気伝導度測定により迅速に調べ上げサウ

ンディング成果との対照を行たってみた.建設省の都

市地盤調査とは了解の上で地球科学的な立場から堆

積盆地全体の地史を把握するためにこの種の調査をする

ことにしている.しかし時には地球物理学的方法を

用いて大規模な深部調査が付帯的に実施されることが

ある.現在計画されているものとしては豊橋地区豊

川河口における基盤までの深度決定(猛地の基盤構造も)

を主体とする弾性波探査がある.

w地質調査所の今後の長期計画地点の概要

最後に企業局の要望に基づいて地質調査所がとり

上げている各調査地区について推定される地質および

地耐力その他の資料を概観すれば次表のようである.

A型(9地区)…一大河川デルタ

�''■■■■1'■■'一1�������

�����一`'一一1'一1���

番��������

�地帯�沖･洪積層厚�地耐力�地下の地質状況��ボｰリング地点��

号��(m)�(t/m2)�����

一''�1一■■�'■一■�'■■�'■±一■��賀刊狐胆竿壮図��

1.�大分･鶴瞭�40～160�10～30�地下18m155㎜付近に火山灰質粘土あり�5�2�2�9

2.�東播(加古川)�80～240�15～40�杭打深度15m�0�O�0�5

3､�水島地区�80～1{0�40～50�水島の試錐結果(県が実施の)では138mで花開岩盤に達した�13�O�1�14

4.�八戸地区�22～140�10～30�馬淵川沖積地が今後の発勝地域である試錐深度����

�������㌀

5.�防府地区�70～120�10～30�埋め立て地の粘土層d)物理蜘こついて研究の余地����

����がある�81�O�O�81

6.�宮崎地区�30～60�5～2U�基盤までω深度の敵･0)が特色ボある�2���2

7.�手取川下流�120～400�20～30�不明����11

8､�酒田地区�400�20～30�砂丘上にある用地では地盤強固である���1�1

9.�札1晩地区�25～250�15以上�泥炭地では軟弱である�1�4�1�4

盈型(8地区)…･沿岸埋め立て地

1.�苅田地区�80�5～60�深度8mまでは軟弱粘土以下は硬

2.�津地区�200�10～30�地下50m以深に軟弱粘土あり

3.�鹿島地区�400以上�30�首萸点湾に位置している

4.�福山笠岡地区�40～80�40～60�塊め立て地熱では100mに達する所される

5.�泉南地区�280�20�粘土層がよく発達しているが南下

����って砂礫が多くなる

6.�駿河湾臨海地区�100～130�6～90�

���I�一般の調査がよく行なわれている

7.�四条･壬生川地区��■�

��〉�

8.�相馬地区�70～100��㍍O!草㌻肋間の軟弱粘土層が問題

�一''■1'■'■■���

以Fは硬質粘土カある

塊め立て地占では100mに達する所もある土推定

南下するにしたカ

深度7-20m間の軟弱粘土層が間魑になろつ

1.豊橋地区

2｡徳島地区

3.苦小牧地区

4.和歌山地区

5.中海臨海地区

型(5地区)･…地質構造線地溝に沿う地域

90～300

㈵　

150以上

70～150

40～150

20～100

�

15～20

10～50

15～30

一般に地ド状況は良好である中央構造線が通過

する

地下100m以上の試錐深度がまだ知られていない

地下2～4mに泥炭

上部に粘土層が多い5

地溝に沿っている6

(筆者は地質部

�

�

応用地質課)
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